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【はじめに】機械的な変形による発光(Mechanoluminescence:ML)は変形時に加わった歪みや応力を

記憶すると考えられ，以前から研究されている。また，試料からの発光はこれまでの実験結果か

ら不純物が発光過程に関係していると考えられる。今回，我々は変形中に生じる新しい TL ピー

クに着目して調べた結果を報告する。 

【実験方法】試料は不純物として Eu2+
を添加した KCl 単結晶を用いた。作成した結晶を 2×3×

5mm3 の大きさに劈開し試料とした。圧縮試験機で応力を加えた後，X 線(W ターゲット 

40kV,30mA)を３分間照射した後，室温から TL 測定を行った。TL 測定は毎分 20℃の昇温速度で室

温から 250℃の温度範囲で測定を行った。実験は試料に加える応力の値を変えて繰り返し測定し

た。繰り返しは約 9 回(30,45,50,60,70,80,95,110,130N)行った。 

【実験結果】図 1 は X 線の照射時間を変えて TL 測定を行った結果を示す。X 軸に測定温度を Y

軸に TL 強度を示す。X 線の照射時間に比例して約 90，175℃の各ピーク強度が増加している。図

2 は試料に 30,95,130N の応力を加えた後，測定した TL 曲線を示す。これまで観測された 90,175℃

のピークの他に新しく 60℃にピークが観測された。この新しいピークは応力に比例して増加する

ことが確認された。また，60℃に観測されるピークのスペクトル測定を行った。60℃のピークか

ら得られたスペクトルはこれまでに観測された 90,175℃の発光中心の波長 420nm と同じ中心波長

が観測された。このことから応力によって観測される TL ピークの発光過程も不純物として添加

している二価のユーロピウムが関係していると考えられる。 
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図 1 照射時間と TL 強度           図 2 応力と TL 強度 
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